
2006年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：横内陽子（国立環境研究所化学環境研究領域

動態化学研究室室長)

研究業績：大気中の自然起源揮発性有機化合物の動態

解明に関する研究

選定理由：森林や海洋などの生物圏から大気中に放出

される揮発性有機化合物（以下VOC）はエアロゾ

ルやオゾンの前駆体物質として，あるいは成層圏オ

ゾン破壊物質などとして，対流圏および成層圏の大

気質に重要な影響を及ぼしている．横内氏はこれま

で，VOC測定法の開発と体系だった観測を中心と

して自然起源VOCの動態解明研究を進め，以下に

示す重要な成果を挙げた．

(1)森林起源有機ガスと二次生成エアロゾルに関す

る研究：森林から放出されるモノテ ルペン類の

反応実験と現地測定を行い，森林エアロゾル中に

ピノンアルデヒドを検出し，ブルーへイズと呼ば

れる森林地帯の靄の原因が森林起源VOCの反応

であるという仮説の検証データを得た．テルペン

起源エアロゾルは自然起源の微小有機エアロゾル

として大気の放射収支に大きく貢献しているもの

で，横内氏の研究は関連研究の端緒を拓いた．

(2)塩化メチル発生源の特定に関する研究：天然の

成層圏オゾン破壊物質である塩化メチルは海洋が

主要な発生源であると長年考えられていた．横内

氏らは，世界各地から集めた大気試料を分析して

塩化メチルのグローバルな濃度分布を明らかに

し，大量の塩化メチルが熱帯の陸域から放出され

ていることを見出した．さらに，植物からの放出

ガスを測定し，古代に繁茂した大型シダの仲間の

木性シダやラワン材として知られる大木のフタバ

ガキなどの熱帯植物が最大の発生源であることを

明らかにした．大量の塩素が熱帯林によって大気

中に放出されているという結果は，赤道付近上空

の成層圏のオゾン量バランスへの影響や塩素の循

環にも関わる大きな発見として評価の高い研究で

ある．

(3)海洋起源VOCの分布と発生源に関する研究：

海洋起源VOCに関する知見は極めて限られてい

る．横内氏らは広範囲の海域における大気中

VOCを詳細に調べ，ヨウ化エチルを初めて検出

すると共に，ヨウ化メチルについては，表層海水

中の光化学反応によって生成されていることを示

すデータを得た．さらに新しい手法を用いてこれ

ら海洋起源臭素化合物のグローバルな発生量を従

来の推定値よりも大幅に上方修正する必要がある

ことを見出した．これは海洋起源ハロカーボンに

よる成層圏，対流圏オゾンへの影響見直しを迫る

点で大いに注目されている研究である．

この他，北極における国際観測プロジェクトで

は，世界で最初に実用化した「自動大気濃縮

―キャピラリーGC/MS」に よ る VOC観 測 に

よって，春の地表オゾン減少が臭素との反応に

よって引き起こされているという画期的な発見に

も貢献した．

このように横内氏の研究では高感度・高精度の

VOC測定法の開発が重要な鍵となっており，こ

れらの一連の研究はVOCによる対流圏・成層圏

大気質の変化を通して気象学と密接なつながりを

持つものである．気象学の境界領域・隣接分野で

の調査・研究を通して大気環境の動態解明を進め

たことは，気象学の発展・向上に大きく寄与した

ものと考えられる．

以上の理由から，日本気象学会は横内陽子氏に

2006年度堀内賞を贈るものである．
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受賞者：見延庄士郎（北海道大学大学院理学研究科教

授)

研究業績：北太平洋における気候の数十年スケール変

動に関する研究

選定理由：気候はさまざまな時間スケールで変動して

いるが，中でも十年から百年の時間スケールを持つ

変動を意味する数十年スケール変動は，近年注目を

集めている．実際，現在進行中の「気候変動性と予

測可能性研究計画」(CLIVAR）においても，数十

年スケール変動の解明は，大気海洋陸面相互作用，

および人為的気候変化とともに３つの主要研究項目

の１つとして位置付けられている．

「レジーム・シフト」とはある準定常な気候の状

態が他の準定常な気候の状態に，急激に遷移するこ

とであり，1970年代半ばのレジーム・シフトは広く

知られていた．見延氏は，1997年，各種の気象海洋

観測データおよび年輪データを組み合わせ，このよ

うな気候レジーム・シフトが20世紀に３回生じたこ

とを時系列解析により示した．これらの気候レジー

ム・シフトと密接に関連する50年から70年の時間ス

ケールを持つ変動は，地表面気温，海面気圧，海面

水温に見られ，北太平洋，北米大陸さらにはインド

洋にも広く分布することを明らかにした．この50-

70年の変動が日本沖のマイワシにも大きな影響を与

えたことが，その後の研究で明らかになっている．

さらに，見延氏は，1999年に，これらのレジーム・

シフトは20年変動と50-70年変動の重ね合わせとし

て理解できると提案した．そして，20年変動は冬季

に顕著であるのに対し，50-70年変動は冬だけでな

く春にも見られるので，これら２つの変動は物理的

に別な起源を持つと推定した．

これらの研究は国際的に高い評価を受けており，

IPCC第３次評価報告書（2001）の他，広く頻繁に

引用されている．

見延氏は，その後も50-70年変動，および20年変

動の時間・空間構造を詳細に調べ，多くの知見を得

ている．例えば，３回のレジーム・シフトが，ア

リューシャン低気圧の経年変動に振幅変調をもたら

し，平均として強いアリューシャン低気圧を持つレ

ジームの方が，経年変動の振幅も大きいことを示し

た．さらに，降水変動にも有意な20年変動が存在

し，南日本やハワイを含め北太平洋およびその周辺

領域に広く分布していることも見出し，水蒸気収支

解析によってその原因を明らかにした．

一方，見延氏は，北太平洋西側の縁辺海である日

本海とオホーツク海において，初めて年々変動の解

析が可能な上層水温データセットを独自に作成し，

それらへの解析によってこれらの縁辺海に，北極振

動の数十年スケール変動成分が強い影響を与えてい

ることを示した．また，歴史的海上気象観測データ

より，新たな海洋表面水温の格子化データセットを

作成し，北太平洋亜寒帯フロントと亜熱帯フロント

が，1940年代のレジーム・シフトにおいても変動中

心であったことを明らかにした．これらのデータ

セットはインターネット上に公開されており，今後
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これらの地域の研究を大きく促進することが期待さ

れる．

見延氏によるこれら一連の数十年スケール変動に

関する研究成果は，気象学の境界領域・隣接分野で

ある海洋物理学・水産学における重要な研究である

と同時に，気象学の未開拓分野の発展に多大な貢献

をしたと認められる．

以上の理由から，日本気象学会は見延庄士郎氏に

2006年度堀内賞を贈るものである．
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